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通時的な料金の差別化
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出典： http://info.rurubu.travel/plus/help/air/
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通時的な料金の差別化と座席数の制限
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出典： http://info.rurubu.travel/plus/help/air/
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はじめに

�研究対象

・交通サービス市場

�特徴

・サービスは在庫として繰り越せない
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・ビジネス客やレジャー客などさまざまなタイプの消費者．

・サービス需要の変動が大きい．

�結果

・通時的に変化する料金体系が構築されてきた．
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予約システムとは？

�供給量に制約のあるサービスを申し込み順に家計に割
り当てるメカニズムである．
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予約システムとリアル・オプション

� リアル・オプションとは？

１，意思決定の先送り（権利）

２，埋没費用が必要となる．（不可逆性）

３，不確実性が存在する時，価値を持つ．（不確実性）
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�予約システムと「リアル・オプション」

「サービスの優先利用権（優先オプション）」

＝家計は将来時点で，確実に選択できる権利を獲得する．
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予約システムと顕示メカニズム

�顕示メカニズムとは？

メッセージ空間がタイプ空間に等しいメカニズム．

例）タイプ空間（犬派，猫派），メッセージ空間（犬を飼う，猫を飼う）

＝犬派→犬を飼う

→
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＝猫派→猫を飼う

�予約システムと「顕示メカニズム」

「家計は自分のタイプを行動を通じて表明する．」

＝サービスに対する期待効用の大きい家計→予約する．

＝サービスに対する期待効用の小さい家計→予約しない．
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�サービス効用とは？

サービスを実際に利用することにより獲得する効用．

�予約システムと「効用の不確実性」

予約システムと効用の不確実性
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�ડᬺに㑐する⸳定

１，⁛භ市場䊝䊂ル

２，供給量制約＝１

家計に㑐する⸳定

䊝䊂ル１（䊝䊂ルの⸳定）
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�家計に㑐する⸳定

１，⇣なる⑳的ᖱႎを持つ⇣なる２つのタイプが存在する．

２，タイプHの家計数（１），タイプLの家計数（Q䋾１）

�時間に㑐する⸳定

１，ｔ＝䋰（੐೨），ｔ＝１（サービス利用⋥೨）
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䊝䊂ル１（䊝䊂ルの⸳定）

�効用の不確実性に㑐する⸳定

１，サービス効用が確実性を持つ．

効
用
タイプH（High） 効

用
タイプL（Low）
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家計の意思決定構ㅧ

予約する

⾼౉する（オプションを行૶）

⾼౉しない（オプションを行૶しない）
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時点0=t 1=t

予約しない

⾼౉しない（オプションを行૶しない）

⾼౉できる

⾼౉できない

⾼౉しない
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� タイプH

１，予約した場ว

))(1()( cqpuqEV HH −−+−= ε

家計行動䊝䊂ル

権利を行૶する 䉨ャンセルする
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２，予約しない場ว

ε)1()( qpuqhEU HH −+−=
サービスの⾼౉を
⹜みる．

サービスの⾼౉を
⹜みない
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予約システムとリアル・オプション

� リアル・オプションとは？

１，意思決定の先送り（権利）

２，埋没費用が必要となる．（不可逆性）

３，不確実性が存在する時，価値を持つ．（不確実性）
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�予約した場วに獲得できる期待効用

cqcpuq

cqpuqEV

H

HH

−−+−−=
−−+−=

ε
ε

)1()}({

))(1()(

埋没費用ㅊട費用
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家計行動䊝䊂ル

� タイプHが予約するための曵ઙ（予約⺃࿃曵ઙ）

H

HH EUEV ≥
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� タイプHがサービス⾼౉市場にෳടする曵ઙ（ෳട曵ઙ）

0≥HEU
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家計行動䊝䊂ル

� タイプL

１，予約した場ว

２，予約しない場ว

))(1()( cqpuqEV LL −−+−= ε

ε)1()( qpuqhEU −+−=
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ε)1()( qpuqhEU LL −+−=
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家計行動䊝䊂ル

� タイプLが予約しないための曵ઙ（予約⺃࿃曵ઙ）

L

LL EUEV ≥
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� タイプLがサービス⾼౉市場にෳടする曵ઙ（ෳട曵ઙ）

0≥LEU
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ડᬺの利Ả暷大化行動

�家計の行動⺃࿃ਔ┙曵ઙをḩたすように料金を決定．
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ડᬺ行動と市場ဋⴧ

�利Ả暷大化行動の結果

੐೨に予約するタイプ＝タイプH
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⋥೨に⾼౉するタイプ＝タイプL
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๮㗴（䊝䊂ル１）

๮㗴１（サービスの暷ㆡ割り当てについて）

予約システムのዉ౉により，社会的に暷ㆡな家計のサービス

割り当てが実⃻できる．

๮㗴２（予約システムዉ౉時の市場ဋⴧ）
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๮㗴２（予約システムዉ౉時の市場ဋⴧ）

予約システムのዉ౉により，ડᬺ利Ảと社会的ෘ生は

ᡷༀされる．し䈎し，家計のෘ生はૐਅする．

๮㗴３（料金ⷙ制᡽╷）

䉨ャンセル料金をⷙ制することにより，予約システムのዉ౉に

より，家計ෘ生をᡷༀすることができる．
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�ડᬺに㑐する⸳定

１，⁛භ市場䊝䊂ル

２，供給量制約＝１

家計に㑐する⸳定

䊝䊂ル2（䊝䊂ルの⸳定）
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�家計に㑐する⸳定

１，⇣なる⑳的ᖱႎを持つ⇣なる２つのタイプが存在する．

２，タイプBの家計数（１），タイプLの家計数（Q䋾１）

�時間に㑐する⸳定

１，ｔ＝䋰（੐೨），ｔ＝１（サービス利用⋥೨）
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䊝䊂ル2（䊝䊂ルの⸳定）

�効用の不確実性に㑐する⸳定

１，サービス効用が不確実性を持つ．
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� タイプB

１，予約できた場ว

権利を行૶する

))(1()( 00 pqpuqEV BBBB −−+−= ε

家計行動䊝䊂ル

権利を行૶しない
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サービスを⾼౉
できた

ε)1()( 1 hqpuhqEU BBBB −+−=
２，予約しない場ว

サービスを⾼౉
できな䈎䈦た
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家計行動䊝䊂ル

� タイプBが予約しないための曵ઙ（予約⺃࿃曵ઙ）

B
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� タイプBがサービス⾼౉市場にෳടする曵ઙ（ෳട曵ઙ）

0≥BEU
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家計行動䊝䊂ル

� タイプLが予約するための曵ઙ（予約⺃࿃曵ઙ）

L

LL EUEV ≥
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� タイプLがサービス⾼౉市場にෳടしない曵ઙ（不ෳട曵ઙ）

0<LEU

修
士
論
文
公
聴
会



ડᬺの利Ả暷大化行動

�家計の行動⺃࿃ਔ┙曵ઙをḩたすように料金を決定．
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サービス数を限定．
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ડᬺ行動と市場ဋⴧ

�利Ả暷大化行動の結果

੐೨に予約するタイプ＝タイプL
（レジャー客）

⋥೨に⾼౉するタイプ＝タイプB
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⋥೨に⾼౉するタイプ＝タイプB
（ビジネス客）

䃩੐೨に予約できるサービス数を制限．
䃩権利行૶をしない家計を⷗込䉖で
オー䊋ー䊑ッ䉨ン䉫をㅴ䉖で行う．
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๮㗴（䊝䊂ル２）

๮㗴１（サービスの暷ㆡ割り当てについて）

予約システムのዉ౉により，社会的に暷ㆡな家計のサービス

割り当てが実⃻できる．

๮㗴２（予約システムዉ౉時の市場ဋⴧ）
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๮㗴２（予約システムዉ౉時の市場ဋⴧ）

予約システムのዉ౉により，ડᬺ利Ảと社会的ෘ生は

ᡷༀされる．し䈎し，家計のෘ生はૐਅする．

๮㗴３（料金ⷙ制᡽╷）

料金をⷙ制することにより，予約システムのዉ౉に

より，家計ෘ生をᡷༀすることができる．
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まとめ

� リアル・オプション

�顕示メカニズム

�期待効用とサービス効用

�社会的に暷ㆡなサービスの割り当て
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�料金ⷙ制᡽╷の必要性

�サービス予約数の限定

�オー䊋ー䊑ッ䉨ン䉫
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ご静聴ありがとうございました．
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